
 

短
角
牛
の
ふ
る
さ
と 

平
成

18
年
に
久
慈
市
と
合
併

し
た
久
慈
市
山
形
地
域
は
、
昔

か
ら
短
角
牛
の
生
産
が
盛
ん
で
、

広
大
な
自
然
に
育
ま
れ
た
短
角

牛
は
、
平
成

19
年
３
月
に
旧
村

名
を
冠
し
た
「
山
形
村
短
角
牛
」

と
し
て
商
標
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
、
久
慈
市
の
短
角
牛
飼

養
農
家
数
は
繁
殖
農
家

33
戸
、

肥
育
農
家

13
戸
で
、
約

300
頭
の

繁
殖
雌
牛
と
約

500
頭
の
肥
育
牛

が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
地
に
育
ま
れ
る
短
角
牛 

「
山
形
村
短
角
牛
」
は
「
南

部
牛
」
を
ル
ー
ツ
に
も
ち
、
そ

の
飼
養
形
態
は
、
春
か
ら
秋
ま

で
は
広
い
放
牧
地
に
親
子
で
放

牧
さ
れ
、
冬
は
畜
舎
で
過
ご
す

「
夏
山
冬
里
」
方
式
が
一
般
的

で
す
。
繁
殖
は
放
牧
地
で
の
「
ま

き
牛
」
に
よ
る
自
然
交
配
が
中

心
で
、
２
～
３
月
に
出
産
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
生
ま
れ
た

子
牛
は
夏
の
間
に
放
牧
地
で
の

び
の
び
育
ち
、
毎
年

10
月
下
旬

に
開
催
さ
れ
る
市
場
に
上
場
さ

れ
、
繁
殖
・
肥
育
素
牛
と
し
て

県
内
外
に
販
売
さ
れ
ま
す
。 

現
在
、
久
慈
市
山
形
町
に
は

総
面
積

900

ha
を
超
え
る
７
つ
の

牧
野
が
存
在
し
、
親
子
の
牛
が

広
大
な
自
然
の
中
で
育
て
ら
れ

て
い
ま
す
。 

闘
牛
と
し
て
の
地
域
貢
献 

 

「
山
形
村
短
角
牛
」
は
、
文

化
伝
承
の
面
で
も
地
域
振
興
に

大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
地
域

お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
年

４
回
、
東
北
唯
一
の
闘
牛
大
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
久
慈

市
山
形
町
の
闘
牛
は
、
江
戸
時

代
に
三
陸
沿
岸
で
生
産
さ
れ
た

塩
を
牛
の
背
に
乗
せ
、
北
上
山

地
を
越
え
て
内
陸
の
盛
岡
方
面

ま
で
運
ぶ
際
、
先
頭
に
立
つ
牛

を
決
め
る
た
め
、
牛
の
突
き
合 

 

 

こだわりの短角牛生産は新たなステージへ 

広大な牧野の中、親子でゆったり秋まで過ごします 



 

わ
せ
を
し
た
の
が
起
源
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
会
開
催
時
は
県

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り

ま
す
。
「
山
形
村
短
角
牛
」
の

中
で
も
、
そ
の
素
質
を
認
め
ら

れ
た
雄
子
牛
は
「
闘
う
牛
」
と

し
て
育
て
ら
れ
、
闘
牛
の
盛
ん

な
地
域
へ
渡
り
活
躍
し
て
い
ま

す
。 

生
産
者
と
消
費
者
と
の
固
い
絆 

 

近
年
、
健
康
志
向
の
高
ま
り

か
ら
、
低
脂
肪
で
旨
味
の
強
い

赤
身
肉
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多

い
「
山
形
村
短
角
牛
」
で
す
が
、

現
在
の
よ
う
な
産
地
の
確
立
に

は
、
首
都
圏
の
消
費
者
団
体
「
大

地
を
守
る
会
」
（
現
「
オ
イ
シ

ッ
ク
ス
・
ラ
・
大
地
」
）
と
の

長
年
に
わ
た
る
取
り
引
き
や
消

費
者
交
流
等
の
つ
な
が
り
が
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

取
り
引
き
開
始
当
初
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
交
流
会
「
べ
こ
ツ

ア
ー
」
は
、
令
和
元
年
で

37
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
首
都
圏
の

親
子
連
れ
な
ど
数
十
名
が
久
慈

市
を
訪
れ
、
牧
野
で
放
牧
さ
れ

て
い
る
牛
に
触
れ
た
り
、
農
家

に
宿
泊
し
て
牛
舎
で
の
エ
サ
や

り
を
体
験
す
る
な
ど
、
生
産
者

と
消
費
者
の
交
流
が
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ザ
ッ
ツ
国
産
か
ら
新
た
な
取
り

組
み
へ 

 

国
産
飼
料
だ
け
で
飼
育
す
る

「
ザ
ッ
ツ
国
産
」
の
取
り
組
み

を
平
成
９
年
か
ら
開
始
し
、
平

成

23
年
の
東
日
本
大
震
災
津
波

の
際
に
も
な
ん
と
か
国
産
原
料

の
配
合
飼
料
の
入
手
を
続
け
、

現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
取
り
組

み
は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
平
成

27
年
に
は
素

牛
価
格
が
著
し
く
高
騰
し
た
こ

と
か
ら
、
肥
育
コ
ス
ト
の
低
減

を
目
的
に
、
非
遺
伝
子
組
み
換

え
原
料
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ 

 

  
令和元年開牧時の 

「ベこツアー」での 1 コマ 

雄の本能がぶつかりあう！横綱クラスの取り組みは、物凄い迫力！ 

生産者の想いが詰まったパンフレットは消費者に大好評！ 



 

り
つ
つ
、
輸
入
原
料
を
使
っ
た

配
合
飼
料
へ
の
切
り
替
え
や
、

ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
飼
料
を
組
み

合
わ
せ
た
飼
料
給
与
も
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。 

こ
の
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
飼
料

は
、
醸
造
副
産
物
を
サ
イ
レ
ー

ジ
化
し
た
も
の
で
、
牛
の
健
康

維
持
に
も
良
い
効
果
が
あ
り
ま

す
。
一
般
の
肥
育
配
合
飼
料
と

比
べ
安
価
で
、
混
合
す
る
輸
入

穀
類
の
割
合
も
半
分
以
下
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
安
全
で
健
康
的

な
美
味
し
さ
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
平
成

28
年
に
は
地

域
資
源
を
有
効
活
用
す
る
観
点

か
ら
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
籾

米
サ
イ
レ
ー
ジ
（
以
下
、
S

G

S
）

の
給
与
試
験
を
開
始
し
ま
し
た
。

牛
の
嗜
好
性
は
非
常
に
良
い
一

方
で
、
当
初
は
、
保
管
中
の

S

G

S
の
変
敗
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
が
、
生
産
者
と
関
係
機
関
が

一
体
と
な
っ
た
改
善
に
よ
り
、

現
在
で
は
品
質
の
安
定
化
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

S

G

S
給
与

試
験
で
は
、
増
体
・
肉
質
に
つ

い
て
慣
行
の
も
の
と
遜
色
が
な

く
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
肥
育

農
家
が
利
用
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
「
山
形
村
短
角
牛
」 

 

放
牧
や
国
産
飼
料
等
に
こ
だ

わ
っ
た
飼
育
方
法
で
生
産
さ
れ

た
牛
肉
は
、
「
山
形
村
短
角
牛

肥
育
部
会
」
が
主
体
と
な
っ
て

定
期
的
に
「
食
べ
比
べ
る
会
」

を
開
催
し
て
試
食
す
る
な
ど
、

赤
身
肉
の
美
味
し
さ
を
よ
り
高

め
る
肥
育
方
法
に
つ
い
て
生
産

者
相
互
で
議
論
を
重
ね
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
産
者
自
ら
首
都

圏
で
開
催
さ
れ
る
フ
ー
ド
イ
ベ

ン
ト
や
、
地
域
内
外
で
行
わ
れ

る
祭
り
等
に
出
店
し
、
「
山
形

村
短
角
牛
」
の
生
い
立
ち
や
飼

養
現
場
の
状
況
な
ど
、
生
産
者

の
熱
い
思
い
を
直
接
消
費
者
に

伝
え
る

P

R
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
新
た
な
取
引
先
の
開
拓
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
生
産
者
と
関
係
機

関
が
一
体
と
な
っ
て
、
昔
か
ら

守
り
続
け
て
き
た
赤
身
肉
の
価

値
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の

肉
が
作
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
に

も
魅
力
が
あ
る
こ
と
を
消
費
者

に
伝
え
る
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
で
、
「
山
形
村
短
角
牛
」
の

フ
ァ
ン
の
拡
大
と
産
地
の
一
層

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

久
慈
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

高
畑
博
志 

 

  籾米サイレージの嗜好性はバッチリ！ 
より評価が高い赤身肉を目指し、 

「食べ比べる会」で情報交換 


